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Ｈ３０年度  ２年 基礎学力テスト 

 

１． 

 

 （１）２－６＝－４ 

 

 

 （２） 

 

 

 

 

 

 （３）比例式   

 

 

 

 

 

 

 

  （４）ｘ人に一人６枚ずつ配ると、必要な枚数は ６ｘ 枚 

 

        １５枚不足したのだから    ６ｘ－１５ （枚） 

 

  （５） ｙがｘに比例し・・・     なので  ｙ＝ａｘ 

         ｘ＝２，ｙ＝－３ を代入すると 

 

 

 

 

 

 

 

  （６） 正十五角形の一つの外角の大きさは ３６０°÷１５＝２４° 

 

         なので一つの内角は１８０°－２４°＝１５６° 

 

 

 

－６ａｂ × ２ａ÷ －３ｂ

分数の形にして約分

＝
－６ａｂ× ２ａ

－３ｂ
＝４ａ２

ｘ：３＝２８：７

内項の積＝外項の積
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よって ｙ＝－

ｙ＝－
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２

ｘ ｘ＝５なので
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  （７）３３人の中央値なので１７番の人の値を調べると８ｋｍ～１２ｋｍ 

        の階級に入っている。階級値は１０ｋｍ 

 

 

  （８）・点（４，３）を通る 

 

・        

 

 

      平行と言うことから傾きが等しいので、傾きは 

 

      よって 

 

 

 

 

 

   （９）  １８０－１４５＝３５ 

 

           １００－３５＝６５° 

 

           平行線ならば錯角は等しい。 

 

   （１０）仮平均を６０として  ０＋（－６）＋（＋５）＋（＋１７） 

                               ＝＋１６ 

 

                               ＋１６÷４＝＋４ 

 

           平均は   ６０＋（＋４）＝６４ 

 

   （１１）円柱の体積－半球の体積 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｙ＝
１

２
ｘ－２ に平行である
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２
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３＝２＋ｂ

１
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と表すと
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ｘ＝４，ｙ＝３を代入して

ｙ＝
１

２
ｘ＋１

＝× ６２× ６－
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２． 

（１）Ｃ組３０人    北海道を希望した人・・・ａ 人 

                    関東を希望した人・・・・３０－ａ  人 

 

      北海道を希望した人は関東を希望した人数の２倍より少なかった。 

 

      ａ＜２（３０－ａ） 

（２）1 年生全体の北海道を希望した人・・・ｘ  人 

      １年生全体の関東を希望した人・・・・ｙ  人 

 

      うちＢ組３２人は    北海道を希望した人・・・２６  人 

                 関東を希望した人・・・・６  人 

 

      Ｂ組を除いた３クラスの北海道を希望した人・・・ｘ－２６  人 

      Ｂ組を除いた３クラスの関東を希望した人・・・・ｙ－６  人 

 

 ア   ｘ＋ｙ＝１２３ 

 イ    ｘ－２６＝２．５（ｙ－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               北海道９１人 関東３２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ｘ－２５ｙ＝１１０

１０ｘ＋１０ｙ＝１２３０

ｘ＋ｙ＝１２３

ｘ－２６＝２．５（ｙ－６）

ｘ－２．５ｙ＝－１５＋２６

ｘ－２．５ｙ＝１１

－３５ｙ＝－１１２０

ｙ＝３２ ｘ＝９１
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３． 

 

 

（１）②のグラフは点（０，９）（９，０）を通るので傾き  －１ 

 

                                         切片９より 

 

ｙ＝－ｘ＋９ 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）Ａ（０，３）Ｂ（０，９）Ｄ（４，５） 

       ＡＢを底辺として 

 

ｙ＝
１

２
ｘ＋３

ｙ＝－ｘ＋９

２ｙ＝ｘ＋６

２ｙ＝－２ｘ＋１８

０＝３ｘ－１２ ｘ＝４ ｙ＝５ よってＤ（４，５）

６× ４

２
＝１２
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  （４）Ｐ（ｘ，０）とおくと 

 

 

 

 

 

 ４． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ９－ｘ

２

４５－５ｘ＝２４

－５ｘ＝－２１

＝１２

ｘ＝４．２
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（１）① 

 

 

       

②  Ｎからスタ－トすると 

 

 

             

 

                   なので３π前である 

 

 （２）① ＡＤの長さは２００÷４＝５０ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  ②ＡＢの長さが８１．８ｍになるので ｃ 

 

 

５． 
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１５．９× ２＋５０＝８１．８

＝１００
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（１）△ＡＤＥは直角二等辺三角形であり、したがって 

         ∠ＡＤＥ＝∠ＡＥＤ＝４５° 

 

         ∠Ａの二等分線は二等辺三角形の頂角の二等分線なので 

         底辺ＥＤを垂直に二等分している。・・・・・・① 

 

        もちろん∠ＥＡＰ＝∠ＤＡＰ＝４５° 

 

        さて∠ＡＥＰ＝１８０－１１０－４５＝２５° 

 

   （２）△ＡＥＰと△ＡＤＰにおいて 

         仮定よりＡＥ＝ＡＤ・・・・・・・・② 

         共通なのでＡＰ＝ＡＰ・・・・・・・③ 

         ①よりＰＥ＝ＰＤ・・・・・・・・・④ 

 

         ②③④より三組の辺がそれぞれ等しいので△ＡＥＰ≡△ＡＤＰ 

 

         よって対応する角は等しいので∠ＡＤＰ＝∠ＡＥＰ 

 

    （３）  ｘ＝∠ＡＤＰ＝∠ＡＥＰ 

            ∠Ａ＝９０° 

 

            △ＡＥＱにおいて一つの外角はそのとなりにない二つの内角の和 

 

                          に等しいので 

 

            ∠ＥＱＤ＝∠ＡＥＰ＋∠Ａ＝ｘ＋９０ 

 

            △ＱＰＤの内角の和は１８０より 

 

            ∠ＤＱＰ＝１８０－∠ＥＱＤ－∠ＡＤＰ＝１８０－（９０＋ｘ）－ｘ 

 

                                                ＝９０－２ｘ 


